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【研究の背景】 

近年、遺伝子の塩基配列に対する解析技術が

格段に進歩し、様 な々生物の全ゲノム配列が公開

されています。 

中でも微生物は、ゲノムサイズが小さいことから、

既に７００種以上もの報告がなされていますが、見

いだされた遺伝子の半数以上は、その役割が分

かっていません。 

 

【研究の成果】 

生物は、生存に必要な物質を遺伝子の働きによ

って体内で合成しています。 

メナキノンは、微生物が酸素呼吸をする際に必

要不可欠な化合物であり、その生合成は、１９７０-

８０年代に主に大腸菌を用いて研究され、コリスミ

酸からスクシニル安息香酸を経る経路が明らかに

されました（既知経路、図１－Ａ）。 

しかし、私たちは、ピロリ菌などでは呼吸の際メナ

キノンを使うにもかかわらず、既知経路での生合成

に関わる遺伝子群を全く持たないことに気づき、別

の新しい生合成経路についての全容解明を試み

ました。 

最初に、ゲノム解析が終了している微生物が持

つ遺伝子の中から、既知経路を持つ微生物には

存在しない特異的な遺伝子を生物情報学の手法

で選抜しました。 

次に、これらの遺伝子を遺伝子工学的手法で破

壊した結果、破壊株が何れも生育にメナキノンを要

求したことから、それらが新規経路に関与している

ことを証明しました。 

また、新規経路を化合物の観点からも明らかに

するため、上記破壊株が蓄積する生合成中間体

を精製し、４つの中間体の構造を明らかにしました（図

１－Ｂ）。 

このように、生物情報学と生化学実験を上手く

組み合わせることにより、これまで機能の分からなか

った４つの遺伝子がピロリ菌の呼吸に必要なメナ

キノンの新しい生合成経路に関与することを発見

しました。 

 

【今後の展望】 

今回解明した新規経路は、ピロリ菌などに特異

的な経路であり、乳酸菌など有用な腸内細菌群は

既知経路のみを有しています。従って、この新規経

路の阻害剤は、副作用が無い有用な抗ピロリ菌薬

になると期待されます。 
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図1  メナキノンの既知（A）、新規（B）生合成経路。 
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